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深海鹿鉱物資源に関する胞質掌的研究

昭和5ア隼痩研究蹴海(G目留2一年)

野原昌人･西村昭･

��瑯丰���楲慎����

山崎俊嗣･池原研･

ToshitsuguYAMAzAKIKenIKE且ARA

はじめに

地質調査船r白鎮丸｣によるG亘82-4次研究航海

[8月14目～10月12目(1982)60日間コカ沖央太平洋海盆

で実施された.当研究航海は工業技術院特別研究r深

海底鉱物資源に関する地質学的研究(昭和54年度～58年度)

の第4年次にあたる.従来の経過(第!～3年次研究航海)

については本誌No.316(P,38-61),No.319(P.11-27),

No.331(P.36-49)にそれらの概要カミ紹介されている.

本年度の研究計画は西サモア北東海域(図1)において

(1)5～10マイル間隔の採泥(フリｰフォ_ルグラブ.ボヅク

スコア･ピストンコアリング)と主としてエアガンによる

反射音波探査精密音響測機(12k亘･)･サブボトムプロ

ファイラｰ(3,5kHz)による地形･表層堆積物調査重力

探査磁気探査熱流量測定等(第1表)を実施し当海域

におけるマンガン団塊の量･形態･品位及びそれらの

分布域と地形･地質構造堆積物及びその時代等に関し

て全体的に把握する一(2)その結果に基づいて精査海域

を選定し5マイル間隔のグリット採泥地形･基盤構

造に特徴を有する地点での1-2マイル間隔の採泥及び

表層堆積層調査2.5マイル間隔のエアガン等による物

理探査を行い本研究の主目的であるマンガン団塊と地

質学的特性との関連を詳細に調査研究することであった.

この報告では調査の概要とその研究成果の概略を示し

臼井朗･

�楲慕��

渡辺和明･
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第1表調査項目等一覧

棚橋学

�慮慢畔����

盛谷智之

�洮�畫��剉��

船位測量

人工衛星航法システム(NNSS)

航走観測

深海用精密音響測深機(12kHzPDR)

による地形探査1.

サブボトムプロファイラ(3.5kHzSBP)

による表層堆積層探査…

エアガンによる反射法音波探査…･･･････…

ソノブイによる屈折法音波探査…………･･

プロトン腕力計による磁気探査･……･･

船上重力計による重力探査…･…

観測距離

(マイル)

･13508.4

･13508.4

…2580.9

･･20.O

･･11578.9

･･13508.4

停船齢則サンプリング数

ボックスコアラによるマンガン団塊/

表層泥採取'1.……..14

フリｰフォｰルグラブ(カメラ付)による.......ユ40

マンガン団塊採取….

ピストンコアラによる柱状採泥……………･･……･･20

ドレッジによるマンガン団塊または岩石の採取…･2

ヒｰトフロｰメｰタｰによる海底熱流量の測定…･20

(ピストンコアラに付属さ雀たもの)

深海底カメラによる連続撮影一……………･･…一1

関係者の参考に供したい.

調査航海の概要

調査海域は本研究の第1年次航海におけるサンプリン

グデｰタと音波探査デｰタ3年次航海における約690
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第1図

r深海底鉱物資源に関する地質

学的研究｣の調査海域.昭和

57年度航海(GH82-4)は斜線

を入れた区画Cで実施された.

なお北緯10度付近に示される長

方形はr深海底鉱物資源探査に

関する基礎的研究(昭和49～53

年度)｣の調査範囲である.�
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策2表乗船研究員

氏'名�所属�担当�備考

野原昌人�地質調査所�主席研究員･総括�

西村昭�〃�総務･堆積物�

臼井朗�〃�マンガン団塊�

棚橋学�〃�音波探査･地磁気�

山崎俊嗣�〃�NNSS､重力地磁気､熱流量�

池原研�〃�堆積物�

渡邊和明�〃�地形�

Gh㎜Je㎝gH盆e�KoreaInstituteo{ellergyondreso1』mes�客員�

葉室和親�外務省�客員�i船橋→アピア

尾谷憲二�金属鉱業事業団�〃�アピア→船橋

坪山武浩�教育映画社㈱�カメラマン�船橋→アピア

井野健治�〃�〃�〃

坂本満�筑波大学�マンガン団塊�研究補助員

中山.英二�〃�堆積物�〃

西沢康男�千葉大学�NNSS/熱流量�〃

蓮井一雅之�東京大学�マンガン団塊�〃

岩越朗�神戸大学�熱流箪/NNSS�〃

松谷昌享�琉球大学�音波探査�〃

佐々木弥�〃�〃�〃

筒井哲朗�〃�堆積物�〃

内村真之�〃�写真�〃

マイルに及ぶ地形概査のデｰタ等に基づいて検討され

西サモア北東海域ノバ･トラフ(N0YA-TR0UGH)の

南側に設定された.当海域は北にNE-WS方向に伸び

る上述のトラフと南部に位置するマニキ海台北部に狭ま

れU.S.NAvY発行(1973,PUB.No.1301-02-03)の地形

アトラスでもその大部分の海底地形状態は不明である.

そのため調査日程(第3表)の前半8日間と後半の一部

(3日間)が概査のために費やされた.調査日程の1/3

を必要とする広い概査地域カミ設定された理由として将

来における海底鉱物資源としてのマンガン団塊の探査

又はその開発に際して経済性の面からマンガン団塊の広

域に亘る分布量カミまず問題であることそれに付随又は

並行して海底地質図堆積物の種類地質構造等を含む

地質学的･地球物理学的デｰタが不可欠であることなど

があげられる.概査域の採泥作業はトラフ軸に平行

狂的10マイルごとの側線上を5-10マイルごとにブ

リｰフォｰノレグラブとボックスコアラ又はピストンコア

ラ(ヒｰトフロｰ計付)を組合せて実施された.広範囲を

カバｰする必要カミあるため前半の作業時間は朝5:30

噴から夕方7～8時まで続けられ乗組員を含む調査員

て第2表)にとってはノ･一ドスケジュｰルとなった･

概査の結果ノバ･トラフの南側の東部海域に舟状海

盆カ溌達すること.南部海域では海丘列･海盆･舟状

海盆･海山部等が帯状に分布しとくに海盆･舟状海

盆には厚いタｰビダイト層カミ発達することが明らかにた

った.またマンガン団塊はトラフ南側でクラスト状

～Sタイプカミ分布し中部一南南東部でrタイプの分布

が確認されたがその分布範囲は狭く.最大でも10マイ

第3表航海目程概要

1982�8:14仕〕�船橋出航(14:30)

�王�

�8:24(灼�エアガン除く航海観測

�8:25㈱�停船齢則:概査･精査海域の約5～10

�一�マイル間隔の採泥(フリｰフォｰル

��グラブ､ボックスコアラ､ピストンコ

��アラ等による)､夜間はエアガンを含む｡

��航走観測｡

�9:7(灼�午後､アピアヘ向う｡

��エア･ガン除く航走観測

�9:10㈱�アピア港入港(09:30)

��水､燃料､食料の補給､資料収集

�9:16㈱�アピア港出港(16:OO)

��調査海域へ向い､エアガンを除く航走

��観測

�9:19(lr)�調査海域差､主として精査海域での1

��～2マイル間隔の採泥

��夜間はエアガン合む航走鰍則

�9:29㈹�調査海域出発

��船橋へ向うエアガン除く航走観測

�1O:12(火〕�船橋入港(09:OO)

ノレを超えない.これら概査時のデｰタから精査域の

一つとしてGH80-1.St.1631付近(㈹51S一ゴ10'S

166.05W-166.30'W)を選び5マイル格子状に調査し

た結果後述のようにマンガン団塊の形態地形堆

積物地質構造等にそれぞれ特徴を有して総合調査に最

適地であることカ湖らかになったため後半のほとんど

の作業日程が当海域の調査に消化された(第3表).

調査は天候にも恵まれかつ調査器機等にも重大な

トラフノレも衣く白嶺丸は当初の研究計画を遂行し予

定通り10月12目母港である船橋港に無事接岸した.

なおこの間前半外務省経済局海洋課葉室和親氏�
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第2図航走観測測線図

海洋資源に関する教育映画撮影のため教育映画杜から

坪山武浩井野健治の両氏と後半は外国人研究員とし

て韓国動力資源研究所CHANG.JE0NGHAE氏金属

鉱業事業団から尾谷憲二氏が乗船された.

以下船上結果について各項目ごとにそれぞれの概

要を述べる.

調査研究の成果

(1)海底地形:概査地形調査は0.20-S-2.40'S(一部

約O.10'Nを含む)168.40∫W-165,401Wで実施された.

調査範囲は中部太平洋海盆(CPB)内のノバ･トラフとそ

の南側部分に相当する.航走観測測線(第2図)はトラ

フとほぼ直角方向に約6～30マイル間隔南側部分では

トラフとほぼ平行に約5～10マイル間隔である.海底

地形図作成に当たっては主として12kHzPDR一記録

カ沐鮮明な部分は3.5kHzサブボトムプロファイラｰ

てSBP)の補正水深デｰタを用いた.またRosEN

��整�����乁剄慮��獅���售�

NAW発行)による海底地形図及びGH80-1GH81-4

次航海の側線デｰタも参照した･その結果を第3図に

示す･第3図からも明らかのようにトラフは大体

ENE-WSW方向に伸び周囲の高まりも同方向に連な

っている･底部は平担で最深部は8,000mを越す.

また南側の高まりは北側よりも急傾斜である.その

高まりの最頂部とトラフ底部との比高は最大約5,600m�
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第3図調査海域及び周辺海域の海底地形図(口内は精査海域)

にもなる.

トラフ南側一帯は水深3,400～5,900m

であり平担面カミ5,300から5,900mにか

けて発達する.全体的に概査海域は

西側の一部を除きトラフ近傍及びその

延長方向に高まりカミみられ南方側に水

深が増し凹地(海盆)が形成されている.

その南側部分にはいくつかの海丘(一部海

山)が不規則に点在しその間には平担

地形と小凹地か存在する.また167.

20'W付近を境にして地形的特徴とし

て西側はトラフとほぼ平行な方向性東

側ではトラフと直交するような方向性が

あげられる.

○山』5'S

�

��

1℃o'

�〵�

166'30'W25'20'15'､O'166'05'W

吐ソｰ一一ノf
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166伽W25'20'15I1O'166価'W

精査は0045'S-1.05'S166030'W-

166.05'Wの範囲で側線間隔東西南01.20㎞

北方向とも2.5マイルで実施された.第4図精査海域の海底地形図

精査海域の地形図及び東西方向断面図を

第4図と第5図に示す.当海域は水深か約3,900～の頂部との比高は約1,700mである.海盆はまた東部

5,600mに及び北西部に大きな高まりカミ存在し東方中央にも広く存在する.中央部付近には海盆と小海丘

向には緩やかにその他へは急斜面の下り地形が発達すカミいくつか見られ南部にも小海丘からなる高まりがあ

る.その南方側には東西にわたり海盆カミあり高まりる.また先に述べたように西部にはトラフと直交す�
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第6図ノバ･トラフを横断する側線(最も西側のもの)での地形

･フリｰエア重力異常及び地磁気異常のプロファイル

�匀

L｣｣｣0k･

第5図精査海域の東西方向断面図

るような地形的特徴をもつ方向性が認められる･

す負異常帯が広カミっており厚い堆積層の存在が推定で

きる･精査海域及びその南西側には斗20～十30㎜ga1

の正異常カミ広がっている.精査海域の南東ではほぼ

フリｰエア異常はゼロである.

(2)重力異常:出港直前にトラブルがあったものの

全航程にわたり11廣調に記録を得ることができた.船上

でフリｰエア異常の計算が済んだ段階で調査海域にお

ける重力異常の特徴を以下のように指摘できる.

調査海域北部のノバ･トラフ大構造に対応して大き

くかつ複雑なフリｰエア異常カミ存在する.すなわち

北酉部の最大水深8,000mを越えるトラフとその南側

にそびえたつ水深約2,500mのリッジに対応してそれ

ぞれ約一130mga1+80mgalのフリｰエア異常があり

(第6図)トラフの北東部では一70mga1近い異常がみら

れる･その中間のトラフ地形カミはっきりしないあたり

では約十60mga1の異常値とたっている.

2.S167.W付近ではトラフに直交する方向で斗30m

ga1程度の正異常(西側)と一20mga1程度の負異常(東

側)が平行に伸びて隣接しており東落ちの構造が推定

される･これは地形デｰタや音波探査の結果とも一致

する.

1.50'S167,301W付近を中心として一20mga1を越

(3)地磁気異常:li〕調査海域においてはノバ･ト

ラフに沿って縞状地磁気異常カミ存在する.すなわち

トラフの走向と同じENE方向にトラフ軸より少し南側

にずれて最大約十400nTの正異常があり(第7図)その

両側は負異常となっている･南側の負異常は精査海

域を含む調査海域北半分を広く覆う形となっている.

調査海域南西部には十250nTに及ぶ正異常が存在しこ

の付近より南の地磁気異常の走向は不明である.lii〕過

去に得られた(GH8!-4次航海)デｰタ及び本航海の船

橋一調査海域往復の側線によれば調査海域のすぐ北に

負の異常帯がある(0.30'S16ポWよりENE方向).一方

2“170.W付近より北西側の海域ではフェニックス

･リニエｰションと呼ばれている中生代の縞状地磁気異

常が確実に追跡できる･この走向はノバ･トラフの走

向及び先に述べたトラフ付近の地磁気異常のそれと同じ

ENE=方向である.両者の間0｡一2“間の地磁気異

常の走向ははっきりしない一またトラフ付近は地形

的に大変複雑で地磁気異常に大きく影響を与えている�
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と考えられる･トラフ付近の地磁気異常とフェニソク

ス･リニエｰションの関係を明らかにすることはノバ

･トラフの形成吏を考える上のみならず中生代プレｰ

ト運動を明らかにする上でも重要であるので更に検討

をすすめている.

(4)地殻熱流量:昨年同様ピストンコアリングと同時

に測定を行った･今回はより精度の高い温度勾配の

記録を得るため堆積物中深さ約1.5～7m間で5

点の温度測定を試みほぼ目的を達成した.

19点の平均値は56mw/m2であり調査海域の海洋

底の年代をおよそ100Ma程度と仮定すれば理論値とほぼ

一致する.しかし最高69mw/m2最低42mw/m2と

いうぱらつきは測定誤差範囲をはるかに越えかつ

年代の古い海洋底の熱流量値は一様に小さいという従来

の説にも反する.これは測定点付近の地形地質構造

を反映するものと考えられ今後詳細な温度構造及び

それとマンガン団塊成因とのかかわりを解明することは

重要課題の一つである.

ゴN

2■S

(5)底層水温:地殻熱流量測定と同時に底層水温を測定

した.ピストンコアラ離底後海底上500～1,000㎜に

わたって温度プロファイルを得ることができた.

本調査海域の底層水温はみかけ上海面下5,000m

付近で最低値を示す(第8図)､これは昨年度の調査海

域の約4,500m付近に比べて500m深く注目に値する.

5･000m以深では深さに従って底層水温は上昇する.

5･000m以深の底層水温は精査海域すなわち調査海

域北東部では南西部より0.0rC穫高い.5,000m以浅

の温度プロファイルは直線からはずれるケｰスが多く

測点ごとに特徴ある形を示す.底層水は海洋底からの

ヒｰトフロｰによりあたためられる｡従って当海

域における測定デｰタは底層水が南西から北東へ緩や

かに移動していることを示唆する.

(6)3.5胴z鵬Pによる表層構造探査:調査海域全域

にわたりサブボトムプロファイラ(3.5kHzSBP)による

表層構造探査を行った.

調査海域北部にはノバ･トラフとそれに沿って伴う

{'ぐ･

工＼7

1アOo

｡秒

��圀

第7図

調査海域及びその北東海域の

地磁気異常.調査海域では

側線カミ密なため一部のみを示

した.(G且82-4航海の他に

G亘80-1,GH81-4各航海で得

られたデｰタを使用した.)�
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舟状海盆南部には多数の海丘とその間に海盆舟状海

盆がありそれぞれ特徴的な音響的性質を示す堆積盆と

たっている.

ノバ･トラフ及び随伴する舟状海盆には細一組成層な

いし無構造(透明)層が分布し構造的にはあまり乱され

ていない･これらの北方海域の海盆にはタｰビダイト

と推定される細成層と透明層カミ広く分布する.

調査海域南部では海丘の頂部や斜面に0.1秒未満の透

明度の高い透明層が所により分布している.海丘間の

狭い海盆内には透明度のより低い0.2秒前後の透明層が

存在することが明らかになった.

中西部の広い海盆内には透明度の低い透明層とタｰビ

ダイト層を示す細成層が複雑な分布を示す.タｰビダ

イト層は当海盆内の中一北部でよく発達する.分布

の複雑さはタｰビダイトを運んだ流れの規模や頻度の変

化が大きいためと考えられる.

中南部にはその堆積層の殆んどがタｰビダイトから

なる舟状海盆カミある.これらのタｰビダイトはピスト

ンコア柱状採泥の結果から石灰質軟泥起源であろう.

上記のタｰビダイトは堆積構造と地形から推定して

おそらく調査海域南方に位置するマニヒキ海台から供給

されたものと考えられる.また一部にタｰビダイ

℃

�〰���　
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ゆ�榮､.､���醐腕透明層の分布域

⑳����透明層一夕一ビダイトの嚢中問的な堆積物の分布域

◎�･･..二〇･���麗菱麗夕一ビダイトの分布域

Φ����

⑳�⑳���水深5300m以浅の海丘口及び海山

��

第9図

�〰

第8図底層水温プロファイル十:精査海域(調査海域の

北東部)繊1精査海域以外.温度(横軸)の相対精度は

O.00ポC程度であるが絶対精度は0.1℃程度である.

◎

���

調査海域の音響的性質区分による堆積物の分布図a:12図の側線

1｡｡1.5帯S

b:11図の側線D:精査の範囲�
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第10図

調査海域東部における

ノバ･トラフを横切る音

波探査断面トラフの

北側にタｰビダイトを主

体とする堆積盆が見られ

る.

トの成層構造の変形が観測されごく新しい時代の構造

運動が推定される｡この構造運動はエアガンによる音

波探査結果から推定される古期堆積岩層堆積後に始まっ

た海丘をつくる構造運動が第三紀末興まで続いていた

ことを示唆するものと考えられる.

(7)エアガンによる地質構造探査:調査海域のほぼ全域

にわたって図2に示されたように東北東北北酉方向

の側線を主体として150ciのエアガン2台による音波

探査を実施した.精査海域では120ciのエアガン2台

で波形整形装置を使用し側線間隔2.5マイルでやや詳

しい構造探査を試みた.

調査海域における透明層とタｰビダイト層の分布を図

9に示す.

すでに述べたように調査海域北部にはノバ･トラフ

とそれに伴うリッジｰ舟状海盆が東北東方向に顕著に

発達する.同トラフは西部で8,000m以上の最高水

深を示し約1･O秒の厚い変形の少ない堆積物で埋めら

れている.中部ではトラフの軸部に海丘が現われ東

部に向って浅くなり両側のリッジと一体と在る.東

部では再び約1･O秒の厚い堆積物で覆われたトラフが

発達する.

ノバ･トラフの北側にはO･6秒程度のタｰビダイトを

主体とする堆積盆がある･その内部にはダイアピル状

の基盤の高まりがみられる(10図)･これはタｰビダイ

トの堆積中に基盤が上昇してきた結果と考えられ新

しい時代の火成活動を示唆する.このタｰビダイトは

東方のライン諸島付近からもたらされた石灰質軟泥から

放るタｰビダイトと考えられる.

ノバ･トラフの南側には海域東部に発達する舟状海

盆がありその一部はO.5秒以上の厚い堆積層で覆われ

ている.その南の小海丘より南部では海丘一海盆の伸

長方向は北北西を示し北部とは様子を異にする.南

部海域では酉から東に向って海丘列一海盆一舟状海盆

海丘群一海盆が帯状に分布する.西部の海丘列の緩�
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第11図海域南部のノバ･トラフに平行な音波探査断面.

トラフにほぼ直交するタｰビダイトを主体とする堆積盆が左端に見られる.

傾斜部には0･1秒程度の透明層がみられその下部に0.4

秒にも達する厚い成層～半不透明層が存在する.その

東の海盆には水深5,500～5,800mの平担地形が発達する.

タｰビダイトが同海盆北部を中心に分布しやや浅い部

分には透明層がみられる.本海盆内のタｰビダイトは

最大O.3秒程度でありまた透明層との中間的な音波

特性を示す地層も多くタｰビダイトを運んだ流れ頻度

か少なかったと思われる.タｰビダイトの下位には

O･4～O･6秒の成層～半不透明層がみられる.この層は

主として水平であるカミｰ部は海丘によって乱されてお

り堆積後に構造運動を受けたことを示す.

海域中部には海丘列に狭まれた舟状海盆がある.

西側の海丘列は西に傾動し東側は急崖になっている.

舟状海盆内には0･8秒以上の厚いタｰビダイトが堆積す

る(11図).中には基盤の高まりがみられタｰビダ

イトの堆積中の上昇運動の結果と解釈される.舟状海

盆の東には広い海丘群カミあり地形的校凹地を中心に

O･2秒程度の透明層がある･また約0･4秒の半透明層

も透明層の下部や海底に露出した状態で広く分布する.

東端の海盆にはO･2秒程度の透明層とその下位の約0.5

秒の成層～半不透明層カミ不撹乱状態で広く分布する.

以上のように調査海域南部の多数の海丘群は厚い

半不透明層の堆積後の構造運動で形成されたものと推定

できる･この半不透明層は後期白亜紀～始新世にかけ

て堆積した石灰岩やチャｰト層と推測され海丘形成運

動は古第三紀末に始まったと解釈される.この運動に

よって海域南部の北北西方向の海丘列海盆の構造が

形成された.またこの運動の始まった後海盆域を

中心として地形に制約されて透明層タｰビダイト層

が堆積した.同構造運動はサブボトムプロファイラ記

録から現在まで継続していることが明らかになった.

(8)海底堆積物:航海中に行った海底からの試料採取

(ピストンコア:20点ホックスコア:15点フリｰフォｰルグ

ラブ:140点第1,4表)で得られた堆積物について船上

における肉眼観察記載スミヤスライドによる岩相記載

及び予察的な時代決定の結果は以下の通りである.岩

相区分はこの一連の調査研究において使用している方

法に従っている.

1)表層堆積物は5,000m以深では放散虫珪藻を含

む珪質粘土から放っている.所により浮遊性有孔虫殻�
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第12図GH82-4精査海域でのピストンコア採泥の結果

凡例1.マンガンノジュｰル2.ハイエイタス

5.珪質軟泥6.石灰質軟泥

の破片等を含んでいる石灰質なものもある.

では石灰質軟泥から匁る.

それ以浅

遠洋性粘土4.珪質粘土

珪質鞭毛藻"θ∫0C刎"〃αη"伽g"αの産出部分

ボツクスコア中で

軟泥である｡

ハイエイタスが存在し下部は珪質

2)8㎜のコアバレノレを使用して採取されたピストンコ

ァの岩相は(12図)基本的には表層堆積物の珪質粘土の

連続である.いくつかのコア(例えばP341P346など)は

その下部にノ･イエイタスで境されて珪質軟泥カミみられ

る.調査海域の南西部を中心にいくつかのコア(例え

ばP343P344等)で数十｡mの厚さの石灰質軟泥からなる

タｰビダイトが上記珪質粘土中に認められる.

そのほかP336においては遠洋性粘土がみられそ

の下部は特異な粘土岩の角礫となっている.またP353

においては珪質粘土下にノ･イエイタスで境されて遠洋

性粘土が分布する.

3)ボツクスコアでみられる岩相は上記ピストンコア

でみられる岩相の表層部約30～50cmを観察しているも

のであり殆んど珪質粘土からなる.B78においては

4)予察的な時代の検討は船上ではスミアスライド

中の微化石の観察とコア最下部の堆積物の水洗試料の

放散虫の分布によっている.当海域では放散虫の保

存はいいが再堆積によって実際の堆積年代より古い時

代のものが多数を占める事もある･船上のように詳細

な検討が困難な時には年代を大きく誤まって判断する

可能性がある･そこで進化系列のはっきりしている

一グルｰプについて詳しく観察してこの危険を避けた.

今回はとくにCα舳α腕8-0閉刎α施物8の系列カミ役に

立った(第13図)(K1ing,S.A.(1978)Radio1aria:InHaq,B.U.

andBoersma,A.(eds､)Introductiontomarinemicro-

�������㈰㌭㈴��

結果として13本のピストンコア試料中に珪質鞭毛

藻の“"θ806θ勿α〃伽"〃9"α''ZOne(1.3-0.79M｡)

�敲��測��整������睡��兵慴���
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絆顯呈､｡､蓬製蓬1国鳥窪繊一掃

嚢紳㈹勲1

閑鱗蘂軸1

終簑轟

馨慧劣一1

峨黛象1

哨

嚢汐縛1

彩鐸1

第13図

Cα舳α7工鮒0閉舳励α7燃属の進化系列図,

GH82-4海域から産出したものである.放散虫の倍率はすべて等しい.

o§養

1棚脱蓬

蟹鰍､餐晦醐概

一､蟻缶1

この図はTheyeretaL(1978)と区1ing(1978)をもとに作成したもので図の放散虫は

timesca1e.QuatemaryResearch,vo1.13,p.277-302)カミ

認められ調査海域での第四紀における珪質粘土のおお

よその堆積速度か見積れた.概査域では2-7mm/1000

年であり精査海域ではやや小さく2-4mm/1000年で

ある.下部にみられる珪質軟泥は放散虫からその時

第4表マンガン団塊の採取結果及び産状

代は前期から後期中新世のものである事が明らかになっ

た.年代については微古生物学的検討結果と残留

磁気測定によりより正確な地質年代が明らかにたる予

定である.

方法

ピストンコア

ボックスコア

フリｰフォｰル

グラブ

単発カメラ

深海カメラ

(連続撮影)

回数(点)

㈰

�

�　

��

�

産状

表層

コテ中

表層

コア中

表層

存在点数(枚)

�

�

�

�

�

139(有効写真)'

ストロボ破損

5)石灰質軟泥からなるタｰビダイトは音波探査記録

にも成層構造カミ認められるいわゆる“タｰビダイト"

分布域で採取された.調査海域に広く分布するコア中

で認められるノ･イエイタスは多くの場合3.5kHz記録

では識別困難であるが3.5kHzの記録で透明層中に弱

い反射として読みとれる所もある.

第5表マンガン団塊のタイプと形状,横との関係

6)海底表層以外にピストンコアやボヅクスコア中に

も埋没ノジュｰルが認められるが一つを除いて上記

ノ･イエイタスより上位の珪質粘土中でありマンガン団

塊の形成とノ･イエイタスとの関係は今後の検討課題で

ある.

タイプ

形状

核

卓�爀

不規則塊状(IS)連結球形(SP)独立球

古い団塊の破片(IDF)又は独立球形(S)形(S)

及びその連結形(IDP)

岩片又は古い小団塊小岩片

(一般に複数)

小岩片

サメの歯

(一般に一つ)

(9)マンガン団塊:マンガン団塊の採取法海底写真撮

影及びサンプル処理手順はいずれも従来の方法に従った.

マンガン団塊の採取結果は第4表に示す通りである.

マンガン団塊の形態は従来の形態分類法(盛谷1979�
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目井1982)によってその概略の記載カミ行われた･多くの

マンガン団塊は平滑表面(S型)を持ち粗い表面(･型)

をもつ団塊は少ない･その外に中間的(･十r型)な

団塊も多くみられさらに漸移的なものもある.中

央太平洋海盆北部のマンガン団塊に比べて分類が困難

であり生成環境の変化はより複雑であると考えられる.

船上でのX線回折分析によればマンガン団塊の表面

構造と鉱物組成との対応関係は従来の結果とよく一致

する.すなわちsタイプの表面はδ一Mn02rタイ

プの表面は10AMANGANATE～T0D0R0KITE)に対応

し中間的表面構造は両者が共存する.本海域の団塊

表面構造の複雑さはその構成鉱物のミクロスケｰノレで

の変化を反映しているものと考えられる.

マンガン団塊の形状は表面構造との関係カミ強い.

特に団塊の連結はほぼS型団塊のみに認められ成

長過程での物質移動の証拠になる可能性が強い.第5

表にマンガン団塊タイプと形状の関係を示す.この結

果は中央太平洋海盆北部でのそれとよく一致する.

NOD∪LETYPE

⑧【◎∪gh

〵�て�

+infermed…ofe

第!4図

マンガン団塊の賦存率(kg/m2)と被覆

率との関係

産状は単発深海カメラ(フリｰフォｰルグラブボックス

コアに装備)によって観察した.その結果によればマ

ンガン団塊のタイプによる産状の違いが明らかである.

すなわちS型は海底表面に露出しr型は表層未固結

堆積物中に埋没する(1臭図).この傾向は北部中央太平

洋海盆と同様である.全体のうち数点のコア内部から

団塊(主として･型)の存在が確認された(第4表).現

在その層位学的位置づけについては検討中である.

また単発深海カメラ写真デｰタから固結堆積物又は火

山岩の露出部10地点にクラスト状マンガンの存在が明

らかになった.

㌰�矛�

マンガン団塊の分布と地形･地質との関係について

その詳細は検討中であるが概して次の傾向が明らかに

なった.概査地域では1)ノバ･トラフ南側リッジ

斜面では部分的にクラストが発達しマンガン団塊は

ほとんど存在しない･2)中～西部の平担地域(3.5kH･

SBP記録で成層構造力頓著)にはマンガン団塊は全く産出

しない.3)透明層が発達する中部の珪質軟泥地域には

r型カミ分布する.4)下部不透明層が露出又は透明層が

極めて薄い中部の珪質軟泥地域にはS型カミ認められる･

精査海域では1)5,000m以浅の北西部海丘一海山

群の石灰質堆積物分布域では無団塊2)起伏の多い

かつ透明層が発達する海盆部ではr型が分布する･

3)透明層の乏しい地域にはs型の分布という傾向がある

(15図).上述の音波探査記録(3.5k且｡SBP)とマンガ

ン団塊分布傾向との相互関係はさらに詳しい検討を要

するカミｰ般的には従来の各調査研究で確認されてき

た結果と同傾向である.

以上述べた船上での調査研究の成果は音波探査記録解

析堆積物の層序学的地球化学的研究及びマンガン団

塊の化学･鉱物組成微細内部構造等の室内研究結果と

詳細に比較検討される予定である･特にマンガン団

塊の内部構造は団塊の成長過程での表面構造の変遷を記

録していると考えられることから本海域のように複雑

な形態を有する団塊では表面特徴のみならず内部構

造の詳しい記載が不可欠である.またマンガン団塊

内部での鉱物相の急激な変化は広域的に従来の結果と共

通しており堆積吏との対応関係を明らかにすることは

更に重要である.�
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第15図精査海域におけるマンガン団塊の賦存率(kg/m2)
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おわリに

以上船上でとりまとめた調査結果の概略について述

べた.個々の項目については更に分析作業を進めて

おりまたそれらの有機的関連性についても今後詳

しく検討する予定である.

上述のように本調査海域は北側にノバ･トラフ南

側にマニヒキ海台という大きな二つの地質構造帯に

狭まれておりその中においても地形地質構造堆積

物の種類及びその環境等は変化に富む.しかし当海

域におけるマンガン団塊の分布状撃形態品位及び地

質学的語パラメｰタとの関連性はしだいに明らかに泣り

つつありこれらのデｰタは将来深海底鉱物資源開

発に大きく寄与できるものと期待される.

最後に本航海中積極的に調査に協力し下頂いた

奥村船長以下白嶺丸乗組員の皆様に謝意を表す.�


